
邸
の
紙
製
に
係
る
。
別
に
附
録
wu仰
が
秘
せ
ら
れ
る
。

ゼ
ユ
ヤ
サ
ハ
チ
ロ
ウ

銭
屋
佐
八
郡

五
兵
衛
の

次
男
。
そ
の
疑
獄
本
刊
に
間
関
す
る
こ
と
は
五
兵
衛
の

僚
に
記
し
た
。
ぷ
永
六
年
永
弔
の
立
告
を
H
A
け
た

が
、
安
て
い
が
代
牢
を
出
削

L
た
に
よ
っ
て
、安
政
四

年
十
二
且
特
に
殺
さ
れ
、臨
惚
二
年
に
残
し
た
。
佐
八

郎
例
句
を
好
み
、
鋭
を
索
開
父
は
官
同
と
い
う
た
。

ゼ
ニ
ヤ
ジ
ケ
ン
セ
ン
ギ
ド
メ

銭
屋
事
件
一詮一議
留

別
に
銭
屋
川
兵
衛
除
椛
留
の
れ
も
あ
る
。
銭
日
出
以
兵

衛
及
び
そ
の
子
製
誠
に
糾
問
す
る
梢
判
中
行
・
改
作
奉
行

法
び
宮
腹
町
奉
行
下
机
町
践
の
際
辿
娘
二
川
か
ら
徴
し

た
口
笛
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

ゼ
ニ
ヤ
チ
カ

鐙
屋
ち
か

銭
信
恕
太
郎
の
女
。

詩
太
郎
説
京
六
年
永
牢
の
刑
に
磁
せ
ら
れ
た
後
、
ち

か
は
底
火
に
代
っ
て
入
獄
せ
ん
こ
と
を
術
う
た
か

ら
、
滞
は
そ
の
キ
心
の
原
き
を
筑
し
、
安
政
四
年
十

二
且
轄
に
町
田
太
郎
を
治
し
て
間
獄
せ
し
め
た
。
ち
か

仰
句
を
好
ん
で
附
そ
の
立
に
入
。
、
後
病
を
得
て
山

巾
訓岡
市
加
に
在
る
や
、
日
夕
昨
鮒
を
引
と
し
た
。
そ
の

晶
体
策
に
は
多
く
苛
鈎
女
と
鈍
か
れ
て
m
m
b
o

ゼ
ニ
ヤ
ヨ
ウ
ゾ
ウ

銭
屋
要
一
様
治
共
術
白
衣
子
。

そ
の
川
地
獄
に
山
聞
す
る
こ
と
は
銭
民
以
共
術
の
引
に
地

べ
た
o
袈
"以
亦
V
A
H
L
と
共
に
制
約
そ
訴
し
て
、
的
立

文
は
霊
筏
と
鋭

L
、
紛
ら
滋
山
を
能
く
し
た
。
そ
の

日
を
間
放
山
間
と
椛
し
た
の
は
、
引
円
道
を
愛
す
ろ
か
ら

で
あ
っ
た
。

セ
ミ
ヲ
リ
ブ
Z

績
折
笛

源
義
抑
制
が
奉
納
し
た

も
の
と
似
へ
、
珠
洲
郡
日
制
街
耐
枇
に
存
ず
る
。
山
品
川

品
川
胤
去
か
、『
捌
折
は
伺
の
せ
み
を
税
ぎ
た
る
簡
の
名

也
。
絞
ず
る
に
、
削
折
筒
は
一
一
向

hugの
泌
物
た
れ
ど

も
、
wm
牢
の
際
川
城
寺
の
本
館
へ
悶
秋
出
引
の
秘
曲
を

奏
し
て
逃
給
せ
き
世
宝
ふ
、
と
腕
誕
飽
に
あ
り
。
義

経
の
手
に
わ
た
る
こ
と
来
同
如
何
。
』
と
。
そ
の
京
阪

セ
=
ー
ー
セ
ン

を
考
へ
る
ま
で
も
な
〈
、
い
づ
れ
否
定
し
て
い
与
も

の
で
あ
る
。

興
せ
ん
と
し
、
銅
繋
三
年
を
総
て
精
油
剛
院
の
上
昇
を

昆
た
か
ら
、
鉱
泉
と
し
て
密
撲
を
初
め
た
。

セ
ル
ベ
ン
ト
ゴ
ウ
せ
る
べ
ん
と
競
英
附
軍
艦

で
、
民
陥
三
年
五
且
サ
六
日
七
回
団
地
に
入
り
、
却問
内

測
れ
凶
の
こ
と
に
従
っ
た
。
采
組
は
舷
投
プ
ロ
ッ
ク
、

沼
将
官
ア
ス
ト

y
、
士
宮
十
二
人
、
兵
士
百
人
的
で

あ
っ
た
。
同
年
七
且
入
日
セ
ル
ペ

Y
ト
脱
は
再
び
入

港
し
た
。

セ
リ
イ
ケ
芹
池

臥
主
柑
商
二
文
の
内
の
小
手
。

セ
リ
カ
ハ
芹
川

路
島
部
浅
井
庄
に
関
す
る
部

世
間
。
能
官
名
跡
芯
に
、『
芹
川
村
一
定
し
。
兵
衛
と
云
う

て
十
村
あ
り
。
惚
井
氏
也
o

V
〈
こ
の
付
に
蛇
他
と
い

う
て
お
そ
ろ
し
き
拙
あ
b
o』
と
あ
る
。

セ
リ
均
ハ
ハ
ラ
ヤ
マ
ブ
ン
芹
川
原
山
分

泌
烏

抑
抽
出
到
庄
に
凪
す
る
沼
町
問
。

セ
リ
ダ
ゴ
ウ
芹
田
郷
加
賀
榔
の
古
郷
名
で
あ

る
。
和
名
抄
に

『
石
川
端
芹
問、

世
利
多
』
と
あ
る

は
烈
で
あ
る
。
今
河
北
榔
に
千
削
が
あ
る
。

セ
リ
ヨ
ウ
世
涼

J
タ
チ
ヤ
セ
リ
ヨ
ウ

什一

h
m
o
セ
リ
ヨ
ウ

軒
。

セ

ワ

主

背
路
能
奇
の
名
夜
で
あ
っ
た
。
親
元

日
程
文
明
十
三
年
六
且
二
日
の
僚
に
、『鼠
山
左
衛
門

佐
殿
よ
り
御
地
上
、
A

出
方
絞
背
脳
十
摘。
』
と
見
え
、

そ
の
他
所
見
が
多
い
。

J
Y
ホ
カ
一
フ
筑
半
。

セ
ヲ
ケ
ン
ゾ
ウ

溺
尾
健
造

初
名
他
之
助
、
部

は
惟
民
、
{
子
は
子
砲
、
創
北
は
そ
の
川
町
で
、
石
川
端

的
来
の
人
。
安
政
の
初
め
金
搬
に
出
て
、
金
子
向
の

門
に
入
り
、
能
史
を
研
究
し
、
叉
交
を
柏
町
出
縦
一
止

・

セ
リ
ヨ
ウ

潮
領

H
H

石
川
淵
阿
川
庄
に
路

一
井
口
情
・野
口
之
布
に
結
ん
で
挺
畿
を
質
し
た
。
斜
末

ず
る
部
前
。
泌
見
揃
'M
に
、
こ
の
村
の
削
に
限
内
産

一
騒
僚
の
際
、
勉
遺
志
を
同
郷
の
士
小
川
幸
三
と
阿
じ

蚊
と
い
ふ
雌
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
ゐ
た
者
の
子

一
〈
L
、
滞
碇
の
段
視
を
受
く
る
こ
と
断
る
山
聞
で
あ
っ

孫
に
金
持
折
迩
締
の
槻
部
屈
と
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、

一
た
が
、
僅
か
に
辿
刷
用
の
絡
を
施
れ
得
た
。
維
新
の
後

佐
久
間
同
日
政
の
比
の
御
大
夫
で
あ
っ
た
と
記
す
る
。

一
北
越
に
従
軍
L
、
柏
崎
将
に
徴
さ
れ
、
三
保
民
政
局

セ
リ
ヨ
ウ
イ
シ

潮
領
石

能
楽
抑
制
鋭
か
ら
在

一
私
投
方
と
な
り
、
次
い
で
金
関
税
民
政
奴
暫
定
と
な

す
る
一
七
材
。
石
英
粗
耐
岩
釘
凝
絞
岩
で
、
目白
石
類
の

↑
・り
、
史
生
に
進
み
、

m制
の
岡
山
狼
せ
ら
る
与
に
及
び
、

分
似
し
た
白
色
石
基
巾
・に
草
色
角
閃
石
続
物
質
の
分

一
文
慰
訓
導
に
任
じ
、
爾
後
諮
問
十
校
に
敬
搬
を
執
っ

似
し
た
も
の
を
挟
み
、
脆
弱
で
あ
る
o

一
た
o
明
治
三
十
七
年
三
且
夜
、
享
年
六
十
六
o
剣
北

セ
リ
ヨ
ウ
コ
ウ
セ
ン

瀬
領
錆
泉
能
楽
郡
翻
領
一
泊
稲
が
あ
る
。

に
在
る
。
明
和
・安
永
の
頃
神
村
の

十
村
役
で
あ
っ

一

セ
オ
ジ
ン
ジ
ヤ

瀬
尾
紳
社

珠
洲
制
秋
吉
に
在

た
部
次
が
初
め
て
裕
併
を
作
っ
た
が
、
洪
水
に
巡
う
一
っ
て
、
今
は
瀬
瓜
品
川
駐
と
務

L
て
居
る
。
式
内
等
笛

て
隠
し
た
と
い
」
。
能
楽
部
省
以
志
に
、
こ
の
村
に
一
一
位
記
に
、
『棚
田
尾
耐
枇
。
木
郎
郷
秋
吉
村
銀
座

om=

湯
谷
と
い
ふ
所
が
あ
り
、
古
へ
は
協
を
出
し
た
と
い

一
瀬
尾
明
前
-
』
と
あ
る
。

ふ
の
で
、
里
人
之
を
穿
っ
て
抽
出
掛
の
木
初
を
得
た
一

セ
ヲ
ツ
グ
モ
ト

瀬
尾
紹
元

逝
都
俄
一
。
本
姓

が
、
低
地
で
用
を
伐
さ
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
是
で

一
御
同
氏
。
文
久
三
年
二
且
前

m
m壌
の
上
治
せ
ん
と

あ
る
。
明
治
叶
四
年
翻
簡
の
人
糊
川
前
次
郎
之
を
再

一
し
た
時
、
紹
元
匙
内
申
し
て
江
戸
に
在
っ
た
が
、
之
を

町
屋

潮
右翼

能
楽
部
製
禅
郷
に
閉
幽
す
る
押
印

開
い
て
念
越
西
上

L
、
時
務
に
闘
し
て
所
見
を
侯
に

上
っ
た
が
、
出
附
穫
は
回
開
元
が
仰
に
政
行
し
た
放
を
以

て
、
滞
に
送
湿
し
て
恐
慌
せ
し
め
た
。
阪
に
し
て
鮒

元
は
そ
の
非
を
殺
さ
れ
、
館
協
の
芯
士
と
柑
仲
間
来
し

て
凶
邸
を
椛
L
、
元
泊
先
年
前
川
脳
出
引
川
出
一
尽
の
際
に

は
紹
元
又
江
戸
に
在
っ
た
が
、
鎚
を
州
い
て
師
同
す

る
や
、
直
に
そ
の
家
に
倒
せ

L
め
ら
れ
、
山
由
昭
三
年

三
且
官
六
日
病
ん
で
現
し
た
。
年
三
十
一
。
大
正
十

五
年
四
且
附
同
訓
枇
に
A
n
記
せ
ら
れ
た
。

セ
ン
ウ
ン
ポ
ウ
仙
雲

峰

石

川
船
吉
野
の
十
日
川

の
一
つ
。
雪
組
山
に
拙
ぴ
、
aM上
に

Mmm似
E
口
欽
が

あ
る
。
ゼ
ン
オ
ウ
ジ

全
翁
寺

臥
主
制
披
芯
似
に
在
っ

て
、
山
制
宗
に
印
刷
す
る
。
永
一
止
六
年
大
林
一
一
様
絡
の
開

山
と
い
」
。

セ
ン
ガ
イ
エ
キ
ド
ウ

鳩
山
蔭
菜
室

町
制
宗
の
附
。

蹴
は
無
似
子
、
別
仁
三
界
無
制
と
も
い
ひ
、
俗
姓
は

平
野
氏
、
名
古
同
町
の
人
。
十
四
山
ほ
出
家
L
、
制
限
寺

脱出
林
に
附
耶
L
、
後
川
逃
し
て
越
後
に
京
り
HM
削
寺

巡
裂
に
仕
へ
、
天
保
四
年
長
協
の
み
か
ん
臼
寺
川
削
門
を
初

ひ
、
涼
い
で
大
坂
に
往
き
風
外
に
就
き
、
十
二
年
父

風
外
に
京
都
に
侍
L
、
遂
に
印
可
を
栄
け
、
弘
化
刈

年
大
慈
山
に
砂
b
、
二
年
術
的
館
前
院
に
佐
L
、
安

政
四
年
金
剛
仰
天
徳
院
三
十
三
間
に
制
住
し
、
明
治
泊

年
永
平
・
総
持
の
樹
容
ふ
に
お
り
、
N
ハ
の
制
利
に
力

を
続
く
し
、
=
一
年
大
衆
白
鍛
取
に
よ
っ
て
総
待
寺
錦

佐
一
附
と
な
白
、弘
桝
怒
徳
部
聞
の
蹴
を
協
は
っ
た
。

十
二
年
一
以
附
に
巡
化
し
て
羽
前
の
活
資
寺
に
入
り
、

八
且

H
四
日
七
十
況
践
を
以
て
寂
し
た
。

セ
ン
ガ
h
y

制
器
河
北
側
二
日
市
提
出
町
東
波
宮パ

入
寺
に
生
ま
れ
、
金
制
m
峨
念
寺
十
三
代
の
住
持
と
な

っ
た
。
法
名
智
断
。
抱
政
七
年
前
打
駅
間
の
四
日
司
に

任
じ
、
文
政
八
年
加
賀
法
論
に
お
削
み
方
と
し
て
本

四
六
七


